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「
横
田
基
地
も
い
ら
な

い
！
市
民
交
流
集
会
」
は
今

年
で
第
６
回
と
な
り
、
１
０

月
１
０
日
に
福
生
市
民
会
館

で
、
１
，
３
０
０
名
の
参
加
で

行
わ
れ
ま
し
た
。 

午
前
の
集
会
で
は
バ
ス
で

の
基
地
め
ぐ
り
と
、
沖
縄
の

「
裂
か
れ
る
海
」
と
「
ザ
・
思

い
や
り
」
が
上
映
さ
れ
ま
し

た
。 午

後
の
集
会
で
は
、
５
名
の

若
者
が
「
雨
宮
さ
ん
と
平
和

を
語
り
」
ま
し
た
。
基
地
周
辺

に
住
む
青
年
、
病
院
で
働
く

青
年
、
学
生
、
弁
護
士
な
ど
が

自
ら
の
生
活
か
ら
平
和
を
語

り
ま
し
た
。
雨
宮
さ
ん
は
、
貧

困
層
へ
奨
学
金
を
ち
ら
つ
か

せ
て
軍
隊
に
勧
誘
す
る
米
軍

の
「
経
済
的
徴
兵
制
」
を
紹
介
。

弁
護
士
は
「
憲
法
１
８
条
（
苦

役
か
ら
の
自
由
）
で
徴
兵
制

は
出
来
な
い
は
ず
だ
が
、
解

釈
改
憲
を
し
た
安
倍
政
権
な

ら
や
り
か
ね
な
い
」
と
警
告
。

雨
宮
さ
ん
は
「
戦
争
法
は
通

っ
た
が
闘
っ
た
皆
さ
ん
が
が

っ
か
り
し
て
い
な
い
の
が
希

望
」
と
語
り
ま
し
た
。 

基
調
報
告
で
、
隺
田
事
務
局

長
は
人
口
密
集
地
に
あ
る
横

田
基
地
は
異
常
な
戦
争
訓
練

基
地
に
な
っ
て
い
る
。
常
駐

機
Ｃ
１
３
０
に
よ
る
低
空
飛

行
訓
練
や
米
本
土
の
陸
軍
部

隊
や
沖
縄
の
グ
リ
ー
ン
ベ
レ

ー
な
ど
特
殊
作
戦
部
隊
に
よ

る
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
降
下
訓
練

が
繰
り
か
え
さ
れ
て
い
る
。

昨
年
か
ら
Ｍ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ

レ
イ
が
繰
り
返
し
飛
来
し
て

い
る
。
５
月
に
は
更
に
危
険

な
Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
を

横
田
基
地
に
配
備
す
る
と
日

米
政
府
は
発
表
し
ま
し
た
。

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
は
４
３
０
名
の
特
殊
作
戦

部
隊
の
新
た
な
配
備
を
伴
い

ま
す
。
こ
の
部
隊
は
ア
フ
ガ

ニ
ス
タ
ン
・
イ
ラ
ク
や
シ
リ

ア
な
ど
で
ア
メ
リ
カ
の
敵
勢

力
支
配
地
に
秘
密
裏
に
侵
入

し
、
要
人
の
暗
殺
・
拉
致
・
襲

撃
な
ど
を
行
う
部
隊
で
す
。

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
は
夜

間
訓
練
や
低
空
飛
行
訓
練
な

ど
の
危
険
な
訓
練
を
行
う
こ

と
が
予
想
さ
れ
る
。 

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の

配
備
を
許
さ
な
い
闘
い
・
安

保
関
連
法
（
戦
争
法
）
撤
廃
を

求
め
る
大
き
な
国
民
的
闘
争

を
呼
び
か
け
ま
し
た
。 

集
会
で
は
「
横
田
基
地
へ
の

Ｃ
Ｖ
２
２
オ
ス
プ
レ
イ
の
配

備
通
告
の
撤
回
を
求
め
る
決

議
」
を
採
択
。
そ
の
後
ド
ラ
ム

の
リ
ズ
ム
で
に
ぎ
や
か
に
、

戦
争
法
を
廃
止
せ
よ
！
オ
ス

プ
レ
イ
配
備
反
対
！
と
コ
ー

ル
し
な
が
ら
、
元
気
に
デ
モ

行
進
し
ま
し
た
。 

第
６
回
市
民
交
流
集
会 

一
三
〇
〇 

名
が
参
加
！ 

戦
争
法
は
通
っ
た
が
、
が
っ
か
り
し
て
い
な
い
の
が
希
望
！
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市
民
の
理
解
が
浸
透
し
た
の

か
！ 

 
 

東
久
留
米 

風
間 

 

デ
モ
行
進
で
行
進
し
て
い

る
時
、
基
地
内
に
あ
る
米
軍
住

宅
の
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら
、
何
人
か

の
米
軍
関
係
者
ら
し
き
人
た
ち

が
私
た
ち
を
見
て
い
ま
し
た
。 

 

１
６
号
線
か
ら
福
生
市
街
に

入
る
と
、
通
り
か
か
り
の
車
の

運
転
手
が
盛
ん
に
手
を
振
っ
て

い
た
り
、
応
援
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
も
元
気
の
良
い
曲
を
吹
い
て
、

デ
モ
隊
を
励
ま
し
て
く
れ
ま
し

た
。 

 

デ
モ
隊
へ
の
イ
ヤ
ガ
ラ
セ
や

暴
言
、
警
備
の
警
察
と
の
ト
ラ

ブ
ル
が
な
く
、
整
然
と
し
た
行

進
で
し
た
。 

 

こ
の
集
会
も
今
年
で
６
回
目

と
な
り
、
市
民
へ
浸
透
し
て
き

た
の
か
な
！
と
感
じ
ま
し
た
。 

 

来
年
の
企
画
が
楽
し
み
！ 

青
梅 

高
橋 

 

 

今
年
で
５
回
目
の
参
加
に

な
り
ま
す
。
初
め
は
一
般
的
な

講
演
で
し
た
が
、
昨
年
は
二
人

の
人
の
発
言
を
受
け
て
内
藤
弁

護
士
が
講
演
し
ま
し
た
。 

 

今
年
は
５
名
の
若
者
が
自
分

の
意
見
を
述
べ
、
そ
の
意
見
を

受
け
て
雨
宮
さ
ん
が
意
見
を
述

べ
る
と
い
う
形
で
し
た
。
若
い

皆
さ
ん
が
き
ち
ん
と
自
分
の
意

見
を
述
べ
、
雨
宮
さ
ん
の
発
言

を
引
き
出
す
格
好
で
し
た
。 

 

こ
の
対
話
形
式
は
始
め
て
の

経
験
で
、
新
鮮
な
印
象
を
う
け

ま
し
た
。
こ
の
対
話
が
全
体
と

し
て
前
向
き
だ
と
感
じ
、
安
心

し
ま
し
た
。 

 

来
年
は
ど
ん
な
集
会
に
な
る

の
だ
ろ
う
、
と
大
い
に
期
待
し

て
い
ま
す
。 

 

足
取
り
も
軽
く
デ
モ
に
参
加 

立
川
市
西
砂
町 

中
岩 

私
は
、
午
後
だ
け
の
参
加
で

し
た
が
、「
雨
宮
処
凛
さ
ん
と
若

者
の
ス
テ
ー
ジ
」
に
感
動
し
た
。

戦
争
法
反
対
で
、
若
者
た
ち
が

頑
張
っ
て
い
る
こ
と
は
新
聞
な

ど
を
み
て
い
た
が
、
身
近
に
接

し
て
い
な
か
っ
た
の
で
、
一
人

一
人
の
発
言
に
勇
気
づ
け
ら
れ

た
。
特
に
処
凛
さ
ん
の
発
言
か

ら
う
か
が
え
た
行
動
力
に
は
、

胸
が
熱
く
な
っ
た
。 

 

横
田
基
地
を
め
ぐ
る
状
況
・

行
動
提
起
の
基
調
報
告
を
聞
き
、

身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
デ
モ

に
参
加
し
た
が
、
足
取
り
は
軽

か
っ
た
。
戦
争
法
廃
止
の
た
た

か
い
の
展
望
も
見
え
た
集
会
だ

っ
た
。 

 

６
０
年
安
保
の
パ
ワ
ー 

７
０
代
男
性
二
人 

自
分
達
は
若
い
時
に
６
０

年
安
保
を
闘
っ
て
来
た
。
そ
の

時
の
パ
ワ
ー
は
す
ご
く
、
一
年

間
は
デ
モ
に
集
中
し
て
大
学
の

講
義
も
二
の
次
だ
っ
た
。
そ
れ

に
比
べ
る
と
今
の
若
い
人
は
生

活
の
追
わ
れ
政
治
を
知
ら
ず
集

会
に
も
出
て
来
な
い
。
今
日
の

集
会
だ
っ
て
高
齢
者
ば
か
り

だ
。 

（
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
）
経
験

の
浅
い
若
者
が
一
年
や
二
年
の

事
を
こ
こ
で
話
を
す
る
の
か
。

ま
だ
ネ
ッ
ト
の
つ
な
が
り
は
根

付
く
ま
で
に
は
時
間
が
か
か

る
。 

 

Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
ザ
・
思
い
や
り
」

を
大
い
に
活
用
し
よ
う
！ 

小
平 

川
根 

 

午
前
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
上
映
と
午
後

の
集
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
体

調
が
悪
く
デ
モ
は
割
愛
。 

 

「
ザ
・
思
い
や
り
第
二
弾
」

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
大
い
に
活
用
す
べ

き
も
の
と
思
い
ま
す
。
キ
ュ
ー

バ
の
グ
ァ
ン
タ
ナ
モ
基
地
が
キ

ュ
ー
バ
を
守
ら
な
い
こ
と
は
皆

が
知
っ
て
い
ま
す
。
米
軍
基
地

は
日
本
を
守
っ
て
い
る
と
思
っ

て
い
る
日
本
人
は
沢
山
い
ま
す
。

こ
う
し
た
人
に
こ
の
「
ザ
思
い

や
り
」
を
見
て
欲
し
い
。 

 

思
い
や
り
予
算
に
つ
い
て
も

う
少
し
突
っ
込
ん
で
欲
し
い
。

た
だ
、
テ
ン
ポ
が
速
く
老
人
に

は
き
つ
か
っ
た
。 

市
民
交
流
集
会
参
加
者
の
感
想 
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防
衛
省
は
１

０
月
１
５
日
、
Ｃ

Ｖ
２
２
オ
ス
プ

レ
イ
を
横
田
基

地
に
配
備
す
る

環
境
レ
ビ
ュ
ー

（
審
査
報
告
書
）

を
公
表
し
ま
し

た
。
こ
の
レ
ビ
ュ

ー
は
２
月
２
４

日
に
米
空
軍
特

殊
作
戦
司
令
部

が
作
成
し
て
い

ま
す
。 

 

重
大
な
の
は

Ｃ
Ｖ
２
２
や
Ｍ

Ｃ
１
３
０
な
ど
特
殊
作
戦
飛

行
隊
を
指
揮
す
る
群
司
令
部

の
創
設
を
明
ら
か
に
し
て
い

る
こ
と
で
す
。
人
員
は
４
３

０
名
。
こ
の
特
殊
作
戦
部
隊

は
ア
フ
ガ
ン
・
シ
リ
ア
・
イ
ラ

ク
な
ど
で
敵
の
奥
地
に
潜
入

し
、
要
人
の
暗
殺
や
拉
致
・
襲

撃
な
ど
を
行
っ
て
き
た
部
隊

で
す
。 

 

レ
ビ
ュ
ー
に
よ
る
と
、
実

弾
訓
練
や
チ
ャ
フ
・
フ
レ
ア

（
敵
の
レ
ー
ダ
ー
や
セ
ン
サ

ー
を
撹
乱
す
る
）
を
使
用
し

ま
す
。
こ
の
訓
練
は
東
富
士

演
習
場
（
静
岡
県
）・
三
沢
射

爆
場
（
青
森
県
）
を
挙
げ
て
い

ま
す
。 

 

実
弾
を
使
用
し
な
い
訓
練

は
ホ
テ
ル
地
域
（
群
馬
県
な

ど
）
で
す
。
オ
ス
プ
レ
イ
は
横

田
ラ
プ
コ
ン
（
進
入
管
制
区
）

な
ど
関
東
一
円
で
訓
練
す
る

可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。 

 

ま
た
「
航
空
機
が
人
口
密

集
地
へ
墜
落
す
る
可
能
性
は

極
め
て
低
い
が
、
全
く
考
慮

し
な
い
わ
け
に
は
い
か
な
い
」

と
認
め
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
８
月
に
は
航
空
戦
術

教
導
団
が
結
成
さ
れ
、
そ
の

司
令
部
が
横
田
基
地
に
置
か

れ
て
い
ま
す
。
こ
の
部
隊
は

「
高
度
な
戦
術
を
研
究
・
指

導
」
し
ま
す
。
敵
基
地
に
潜
入

し
、
攻
撃
を
誘
導
す
る
研
究

も
し
て
い
ま
す
。
本
年
７
月

に
は
陸
上
自
衛
隊
が
ア
ラ
ス

カ
で
米
軍
と
敵
基
地
の
征
圧

訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
こ
そ
戦
争
法
の
具
体
化
で

す
。 

 

楽
し
く
交
流
ー
沖
縄
県
民
と

連
帯
す
る
府
中
の
会
と
ー 

(

カ
チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る
人
も) 

 

清
水
多
恵
子 

こ
こ
数
年
、
私
た
ち
の
会

は
「
沖
縄
県
民
と
連
帯
す
る

府
中
の
会
」
の
恒
例
行
事
で

あ
る
「
沖
縄
を
味
わ
う
会
」
の

お
誘
い
を
受
け
て
い
ま
す
。

９
月
１
４
日
、
会
報
・
署
名
・

平
和
展
チ
ラ
シ
を
持
っ
て
、

初
め
て
参
加
し
ま
し
た
。 

 

沖
縄
食
材
の
料
理
や
お
菓

子
を
味
わ
い
な
が
ら
交
流
し

ま
し
た
。 

 

琉
球
舞
踏
教
室
の
方
々
が
、

宮
廷
踊
り
と
町
踊
り
を
披
露

さ
れ
、
美
し
い
琉
球
に
し
ば

し
見
と
れ
ま
し
た
。
今
年
は

１
８
回
目
で
４
８
人
と
盛
大

な
集
い
で
し
た
。 

 

皆
で
合
唱
を
楽
し
み
、
カ

チ
ャ
ー
シ
ー
を
踊
る
人
も
出

て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
二

年
お
き
に
沖
縄
旅
行
を
計
画

し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、

今
年
の
案
内
が
あ
り
ま
し
た
。

署
名
へ
の
協
力
は
３
０
名
で

し
た
。 

 

上
の
階
の
す
ば
ら
し
い
府

中
図
書
館
を
見
学
し
、
国
会

包
囲
行
動
に
向
か
い
ま
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

オスプレイ訓練は全土で！     
横田基地は特殊作戦の拠点になるか！ 
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９
月
８
日
横
田
基
地
の

第
２
、
第
５
ゲ
ー
ト
の
中

間
地
点
国
道
上
に
使
用
済

み
空
薬
莢
約
２
７
０
個
と

実
弾
１
個
が
散
乱
。
横
田

基
地
か
ら
相
模
原
の
廃
棄

施
設
へ
運
ぶ
途
中
ト
ラ
ッ

ク
か
ら
何
ら
か
の
衝
撃
で

落
下
し
た
物
と
発
表
。
薬

莢
は
、
長
さ
４
．
５
セ
ン
チ
、

口
径
９
ミ
リ
で
米
軍
の
刻

印
が
さ
れ
て
い
た
。
相
模

原
総
合
補
給
廠
は
米
軍
の

廃
棄
物
一
時
保
管
所
に
な
っ
て
い
る

が
そ
こ
に
運
ぶ
途
中
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
か
。
当
補
給
所
は
、
８
月
２
４
日

に
倉
庫
が
大
爆
発
し
、
基
地
に
隣
接

す
る
住
民
を
驚
か
せ
た
が
、
未
だ
に

詳
細
は
不
明
で
あ
る
。 

 

空
薬
莢
散
乱
に
関
し
て
も
近
隣
住

民
が
大
き
な
音
に
驚
き
警
察
に
通
報
、

処
理
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
掲
載

し
て
い
た
ト
ラ
ッ
ク
は
全
く
気
が
付

か
ず
に
走
り
去
っ
て
い
た
。
演
習
で

日
本
の
大
地
に
使
用
し
た
の
か
、
弾

一
発
で
人
が
殺
さ
れ
る
。
そ
ん
な
も

の
を
一
般
の
道
路
に
ま
き
散
ら
し
走

り
去
る
米
軍
、
そ
れ
を
見
過
ご
す
日

本
。
軍
事
基
地
は
い
ら
な
い
。 

好
天
に
恵
ま
れ
た
９
月
１
９
日

２
０
日
、
横
田
基
地
は
日
米
友
好
祭

が
開
か
れ
日
本
人
で
あ
ふ
れ
た
。 

子
ど
も
連
れ
の
家
族
の
列
が
駅
か

ら
第
５
ゲ
ー
ト
へ
と
続
く
。
戦
争
法

反
対
で
国
会
前
に
集
ま
っ
た
人
数

よ
り
多
く
、
赤
ち
ゃ
ん
を
始
め
子
ど

も
た
ち
が
多
い
。
ネ

ッ
ト
等
に
は
「
身
近

な
ア
メ
リ
カ
で
楽
し

も
う
」
と
掲
載
さ
れ
、

親
は
無
料
の
“
遊
園

地
”
へ
連
れ
て
行
く

よ
う
な
気
持
ち
な
の

か
。
会
場
に
は
『 C-

130

ハ
ー
キ
ュ
リ
ー

ズ
２
機
、MV-22
オ
ス

プ
レ
イ
、F-15

イ
ー

グ
ル
、A-10

サ
ン
ダ

ー
ボ
ル
トII

、F-2

三

菱
、CH-47

チ
ヌ
ー
ク
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国道に空薬莢散乱 

自衛隊共同訓練 ７月 27 日～８月 28 日 陸上自衛隊中央即応集団所属第一空挺団 50 人（習志野駐屯地）

がアラスカ米軍基地で「敵基地征圧訓練」実施（米・英・韓国・豪州・新西蘭・泰）。横田基地 C130H に同

乗。全員米軍仕様パラシュート。（防衛省が米軍より 50 着購入） 

９月 カリフォルニアで「ドーン・ブリッジ」作戦に兵站部隊を参加させ後方支援訓練。陸上自衛隊西部方

面後方支援隊（30 人）、西部方面普通科連隊（200 人）を含む陸海空自衛隊員 1100 名が参加 

基地情報 

オスプレイ飛来情報 

８月 23 日 午前：２機 キャンプ富士へ。午後：１機 厚木基地へ。 

８月 31 日 午前：1 機飛来 

９月 １日 防災の日近在の市長等に搭乗を要請。市長等応じず。 

午後一度飛来しその後離陸 

９月 ２日 昼：2 機厚木より飛来し 岩国へ 

９月 14 日 午後：２機三沢より飛来。１機岩国より飛来 

９月 15 日 午後：２機東富士へ。夜間順次２機戻る 

９月 16 日 午後：１機東富士へ。夜間横田へ戻る 

９月 18 日 3 機離陸し ２機は岩国へ。１機着陸し友好祭に展示 

10 月 ～19 日の間 

 9 日 2 機飛来、12 日 1 機が出入繰り返す、13 日 1 機東富士へ訓練

後着陸、17 日 1 機着陸、18 日 1 機海自観艦式参加後着陸、19 日 3 機

岩国へ（10 月だけで 14 回の離着陸。今年はここまでに 62 回） 

オスプレイ以外 

８月 MC-130H（CV_22 オスプレ

イに給油機）たびたび飛来月 10 回

以上 

８月 21 日 要請書を横田防衛事務

所へ届ける。オスプレイ配備反対連

絡会 

９月 ８日 国道１６号の交差点付

近で薬莢落下し散乱。小銃の実弾と

して使用した空薬莢 

パラシュート降下訓練（第一特殊作

戦群・第一大隊、沖縄 トリイステ

ーション） 

9/15 20 時～21 時にかけて３０

人、9/16 19 時台に１４人 

横田基地はどうなっているのか？ 

 

11月 14日（土）14：00～16：00 

西砂会館 （入場無料） 

CV_22オスプレイ横田基地配備と横田基地の変貌 

講師 小泉親司（元衆議院議員） 

１２月５日（土）13：30～ 

たましん RISURUホール    第一会議室（入場無料） 

 

友好祭は遊園地ではない ! 
(来場者１８万５千人) 

学習講演会 地域懇談会のお誘い 


